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「ID検索」で登録
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YouTube
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チャンネル

学べ！ 羽ばたけ 5カ国へ60人学べ！ 羽ばたけ 5カ国へ60人 2・3面

台湾の銘伝大学と単位互換協定台湾の銘伝大学と単位互換協定

英語検定「文部科学大臣賞」を受賞英語検定「文部科学大臣賞」を受賞

 西区 ワークショップ 「なーとなー」 地域の安心安全へ連携 西区 ワークショップ 「なーとなー」 地域の安心安全へ連携 8面

4面

8面

編集部では表紙を飾る写真を募集しています！ 投稿方法は nuischannel@nuis.ac.jp までお問い合わせください。

4面
佐潟の将来を考えよう
　　ワークショップに参加

7面
「一人暮らしの会」
　　楽しく食べて友達づくり
平成31年度
　入試日程概要一覧

8面
オープンキャンパス
　　2018案内

5面
26人に表彰奨学金を授与
スポーツ大会
韓国・光云大学校から留学生

6面
ズームアップ研究室
湧源
教員の活動

　

本
学
は
、公
益
財
団
法
人「
日

本
英
語
検
定
協
会
」
よ
り
２
０

１
７
年
度
の
「
英
検
合
格
者
数

が
極
め
て
多
い
団
体
」
と
し
て

3
月
26
日
、
Ａ

Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
東
京

で
「
文
部
科
学

大
臣
賞
」（
団
体

の
部
）
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
臣
賞

は
英
検
の
中
で

最
も
名
誉
の
あ

る
最
高
位
の
賞

で
あ
り
、
受
賞

に
よ
り
「
学
生

の
資
質
と
能
力

の
高
さ
」や「
本

学
の
英
語
教
育

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
」
を
全
国
に

客
観
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し

た
（
２
０
１
５
年
度
と
２
０
１

６
年
度
は
奨
励
賞
を
受
賞
）
。

　

本
学
は
、
２

０
１
４
年
に
国

際
学
部
を
新
設

し
て
「
英
語
基

礎
Ⅰ
、Ⅱ
」を
開

講
。
文
科
省
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た

英
語
教
育
改
革

実
施
計
画
（
平

成
25
年
12
月
）」

に
沿
っ
て
英
語

資
格
の
取
得
を

奨
励
し
て
、
年

3
回
の
英
語
検

定
（
6
月
・
10

月
・
1
月
）
の

う
ち
1
回
以
上

の
受
験
を
学
生

に
勧
め
、
国
際

学
部
の
学
生
は

1
年
次
後
期
か

ら
4
年
次
ま
で

外
国
語
を
英
・

露
・
中
・
韓
語

の
中
で
選
択
し

た
言
語
に
関
わ

ら
ず
希
望
者
が

英
検
を
受
験
し

て
こ
の
度
の
受

賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

西
区
地
域
に
住
む
方
々
と
学

生
が
、
お
互
い
安
心
安
全
に
楽

し
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
を
話
し
合
う

「
第
1
回
支
え
合
い
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
を
6
月
20
日
、
本
学

の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

「
あ
な
た
（
な
ー
）
と
あ
な

た
」を
つ
な
ぐ
集
ま
り
を
願
い
、

立
ち
上
げ
チ
ー
ム
「
な
ー
と
な

ー
」と
名
付
け
た
初
イ
ベ
ン
ト
。

赤
塚
・
内
野
・
中
野
小
屋
圏
域

支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
推

進
員
、
新
潟
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
赤
塚
、
西
区
社
会
福

祉
協
議
会
、
西
区
役
所
健
康
福

祉
課
、
新
潟
看
護
医
療
専
門
学

校
の
職
員
と
学
生
ら
１
２
０
人

以
上
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

「
地
域
の
安
心

安
全
・
居
場
所
づ

く
り
・
健
康
づ
く

り
・
地
域
を
知
る

・
生
活
の
困
り
ご

と
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
話
し
合

い
、
「
通
学
路
や

公
園
で
小
さ
い
子

ど
も
の
見
守
り
」

「
高
齢
者
に
安
全

な
街
に
」
「
地
域

行
事
に
学
生
の
参

加
を
」
な
ど
多
く

の
意
見
や
ア
イ
デ

ア
が
出
ま
し
た
。

2
回
、
3
回
と
続
け
て
意
気
投

合
し
た
人
た
ち
で
具
体
的
な
行

動
を
起
こ
し
た
い
と
夢
を
描
け

た
会
合
に
な
り
ま
し
た
。

英語検定「文部科学大臣賞」を受賞英語検定「文部科学大臣賞」を受賞

グループに分かれてアイデアや希望を話し合った

資質、能力の高さ
全国にアピール

「合格者が多い団体」

（
経
営
情
報
学
部
　
経
営
学
科

　       

准
教
授
　
小
宮
山
智
志
）

（
国
際
文
化
学
科
　

　
　
　 

英
語
講
師
　
佐
藤
泰
子
）

お問い合せ先 E-mail入試・広報課 〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1 TEL 025-264-3777（直）  FAX 025-264-3780 nyushikouho@nuis.ac.jp

2018

オープン
　　 キャ

ンパス
NUIS

本学ホームページまたは下記まで
お申込みください。

新潟国際情報大学 本校
新潟市西区みずき野3-1-1
（JR越後赤塚駅下車 徒歩7分）

会場

参加
お申込み

4回目4回目

12/9日
13:15 ▼16:30

9/2日
10:20 ▼15:00

3回目3回目

8/5日
10:20 ▼15:30

2回目2回目

7/15日
10:20 ▼15:30

1回目1回目

学食体験学食体験学食体験学食体験

 ❶学部・学科紹介 ❷入試情報・傾向と対策
❸模擬講義 ❹語学体験（英語・ロシア語・中国語・韓国語） 
❺入試・学生生活・留学・就職個別相談 ❻入試対策講座 
❼実験体感コーナー ❽キャンパスツアー ❾保護者プログラム など

プログラム

当日は

学食メニ
ューが

無料です
!

当日は

学食メニ
ューが

無料です
!

高校生はじめ
どなたでも
ご参加できます！

※時間やイベントについては、変更になる場合があります。
　最新情報は本学ホームページをご覧ください。

〈3回目〉  9/2日
〈4回目〉12/9日

同時開催同時開催

〈1回目〉
7/15日

〈2回目〉
8/5日

小論文対策講座
一般入試対策講座

無料無料 送迎バス運行送迎バス運行送迎バス運行送迎バス運行

予備校講師による

　

国
際
学
部
の
全
学
生
へ
「
お

め
で
と
う
、
そ
し
て
あ
り
が
と

う
」
と
申
し
上
げ
ま
す
。

西区 ワークショップ 「なーとなー」

地域の安心安全へ連携
120
人
以
上
、 

夢
を
語
る

最高位の「文部科学大臣賞」(団体の部)を受賞した表彰式
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私
た
ち
17
人
は
8
月
か
ら
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学
へ
留
学
し
ま

す
。
私
は
日
本
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

で
き
る
だ
け
多
く
経
験
し
た
い
で
す
。

正
直
、少
し
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
留
学
は
自
分
の
英
語
力
を
向
上
さ

せ
、
ア
メ
リ
カ
の
多
様
な
文
化
を
知
る

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら

来
る
人
た
ち
と
新
し
く
友
達
に
な
る
こ

と
が
楽
し
み
で
す
。
し
か
し
、
私
は
少

国際交流センターで開かれた壮行会で派遣留学と夏期セミナーのメンバーが集合

し
人
見
知
り
な
の
で
、
留
学
中
は
積
極

的
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
チ
ー
ム
で
す
。
も
し
も
ア

メ
リ
カ
で
悩
み
や
問
題
が
生
じ
た
ら
、

お
互
い
に
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

他
の
国
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
カ

ナ
ダ
で
の
留
学
も
私
た
ち
と
同
様
に
成

功
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
の
２
人
の
リ
ー
ダ

ー
の
１
人
と
し
て
、
本
学
全
て
の
関
係

者
の
方
々
、
そ
し
て
私
た
ち
の
両
親
に

深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
、
私

の
心
は
期
待
に
満
ち
て
い
ま
す
。私
は
、

こ
の
貴
重
な
機
会
を
通
し
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
心
身
共
に
成
長
す
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

我
々
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
国
立
経
済

大
学
へ
4
カ
月
間
留
学
し
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
長
期
の
留
学
は
み
ん
な
初
め
て

で
、
不
安
な
毎
日
で
す
が
、
大
学
と
ご

指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て

良
き
支
援
者
で
あ
る
我
々
の
保
護
者
に

最
大
限
の
感
謝
を
し
、
有
意
義
な
留
学

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
ロ
シ
ア
で
よ
く
学
び
、
頑

張
り
ま
す
」
。

 

私
た
ち
は
9
月
か
ら
慶
熙
大
学
校
で

学
び
ま
す
。
留
学
の
機
会
を
与
え
て
い

野崎茂学長が留学奨学金証書を手渡しました

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

韓
国
語
だ
け
で
は
な
く
、
文
化・歴
史・

経
済
な
ど
に
つ
い
て
も
幅
広
く
学
び
、

他
の
大
学
や
国
々
か
ら
来
る
留
学
生
や

韓
国
人
と
も
交
流
を
深
め
て
社
会
人
と

し
て
必
要
な
ス
キ
ル
や
自
立
す
る
力
を

習
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
。帰
国
後
は
、

韓
国
語
の
資
格
取
得
に
よ
り
一
層
取
り

組
む
と
共
に
、
日
本
に
い
る
韓
国
人
の

役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

私
た
ち
14
人
は
8
月
下
旬
か
ら
来
年

1
月
ま
で
北
京
師
範
大
学
で
学
ん
で
き

ま
す
。

 

留
学
に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
に
奨
学

金
を
給
付
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
だ
さ
る
事
務
の
方
や
、
先
生
方

の
ご
協
力
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

中
国
で
は
、
現
地
の
人
た
ち
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

語
学
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
の

派遣留学・夏期セミナー参加学生の累計

  18 13  7  13     4 55
  12 7  7  14     12 52

249 172  126  291 251 1,089
  324 199  160  335 251 1,269

平成23年度
平成24年度

中国 韓国ロシアアメリカ カナダ 計
  29平成  7年度 14  7  13 63
  15平成  8年度 1320  17 65
  31平成  9年度 31

平成10年度   7  14 21
  75以上 海外研修計 2734  44 180人
  30平成12年度   20 50
  15平成13年度 12  6  17   14 64
  17平成14年度   9  3  13   17 59

〈中止〉平成15年度   4  1  11     6 22
  31平成16年度   7  2  13     8 61
  18平成17年度 13  5  12   22 70
    9平成18年度   5  0    7     3 24
  16平成19年度 1012  25     9 72
    9   7  9  12   13 50平成20年度
    6   411  12   12 45平成21年度

  10
  8

10
11

  5
18

  27
  16

    23
10

75
63

平成25年度
平成26年度

10 156  23 26 80平成28年度
12 136  21 21 73平成27年度

4 158  22 12 61平成29年度
14 61317 10 60平成30年度

  10 11  7  16     9 53平成22年度

計
合　　　計

　

派
遣
留
学（
国
際
文
化
学
科
）と
海
外
夏
期
セ
ミ
ナ
ー（
情

報
シ
ス
テ
ム
学
科
）
に
参
加
す
る
学
生
た
ち
の
壮
行
会
が
6

月
20
日
、
本
校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。平
成
30
年
度
は
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
が

17
人
、ロ
シ
ア
13
人
、
中
国
14
人
、
韓
国
6
人
、
カ
ナ
ダ
は

10
人
の
合
計
60
人
が
、
8
月
5
日
に
出
発
す
る
カ
ナ
ダ
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
1
〜
4
カ
月
余
の
外
国
生
活
を
体
験

し
て
き
ま
す
。

8月5日から出発!
学べ！ 羽ばたけ学べ！ 羽ばたけ 5カ国へ60人5カ国へ60人

文
化
を
肌
で
感
じ
、
多
く
の
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
日
本
を
離
れ
る
こ
と
で
、
今

ま
で
と
は
違
う
新
し
い
視
点
で
、
日
本

に
つ
い
て
も
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
て
も
良
い
機
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

 

新
し
い
環
境
で
学
習
し
、
生
活
す
る

こ
と
は
、
期
待
も
あ
れ
ば
不
安
も
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
14
人
が
互
い
に
助

け
合
い
、
新
し
く
出
会
う
様
々
な
国
の

人
た
ち
と
交
流
し
仲
を
深
め
た
い
で

す
。
4
カ
月
間
、
一
日
一
日
を
大
切
に

有
意
義
に
過
ご
し
た
い
で
す
。
様
々
な

体
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

大
き
く
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
私

た
ち
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
下

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

海
外
旅
行
が
趣
味
で
今
ま
で
様
々
な

国
に
行
き
、
行
っ
た
先
で
そ
の
国
の
文

化
を
学
ん
で
人
生
経
験
を
増
や
し
て
き

ま
し
た
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
立
大
学
の
夏

期
セ
ミ
ナ
ー
で
は
カ
ナ
ダ
の
文
化
を
学

び
た
い
で
す
。
特
に
、
カ
ナ
ダ
は
多
民

族
国
家
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の

文
化
や
歴
史
を
学
び
、
今
後
の
人
生
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

英
語
力
の
向
上
も
頑
張
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と
い
う
日
本
で

は
な
か
な
か
向
上
さ
せ
に
く
い
も
の
を

現
地
で
磨
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
カ

ナ
ダ
の
文
化
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

現
地
の
人
た
ち
に
日
本
や
新
潟
の
良
さ

を
伝
え
て
、
文
化
交
流
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
彼
ら

が
日
本
や
新
潟
に
来
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

国名／留学大学

参加学生数合計 60人

6人

17人

10人カナダ アルバータ州立大学

アメリカ セントラル・ミズーリ州立大学

韓　国 慶熙大学校

情報システム学科2・3年生

国際文化学科 2年生

国際文化学科 2年生

平成30年
 8月5日～9月2日
平成30年
 8月22日～12月7日

平成30年
 9月1日～12月27日

13人ロシア ウラジオストク国立経済大学 国際文化学科 2年生平成30年
 8月28日～12月27日

14人中　国 北京師範大学 国際文化学科 2年生平成30年8月27日～
 平成31年1月7日

留学期間 参加人数

平成30年度のスケジュール表（出発順）

В
 России м

ы
 будем

 стараться 
и хорош

о учиться.

英
語
の
力
を
磨
き

　
　
　
多
様
な
文
化
知
る

英
語
の
力
を
磨
き

　
　
　
多
様
な
文
化
知
る

伊
藤 
充
来
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス

アメリカ セントラル・ミズーリ州立大学派遣留学

ロシア ウラジオストク国立経済大学派遣留学

中国 北京師範大学派遣留学

カナダ アルバータ州立大学夏期セミナー

韓国 慶熙大学校　　
キョンヒキョンヒ

派遣留学

指
導
、支
援
に
感
謝

　
　
　
よ
く
学
び
頑
張
る

指
導
、支
援
に
感
謝

　
　
　
よ
く
学
び
頑
張
る

藤
　 

智
洋
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ロ
シ
ア
コ
ー
ス

日
本
、新
潟
の
良
さ

　
　
　
現
地
で
伝
え
た
い

日
本
、新
潟
の
良
さ

　
　
　
現
地
で
伝
え
た
い

熊
谷 

光
流（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年
）

カ
ナ
ダ
コ
ー
ス

壮行会壮行会

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ

夢
と
目
標
を
語
る

　

壮
行
会
で
は
、
留
学
奨
学
金
の
授
与
式
で
野
崎
茂
学
長
が

一
人
ひ
と
り
に
奨
学
金
証
書
を
手
渡
し
、
異
文
化
交
流
を
楽

し
ん
で
き
て
ほ
し
い
と
激
励
。
各
コ
ー
ス
の
代
表
は
、
多
く

の
人
た
ち
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
語

学
は
も
ち
ろ
ん
文
化
や
歴
史
、
現
地
の
事
情
な
ど
も
幅
広
く

学
び
た
い
と
抱
負
を
述
べ
、
夢
と
目
標
を
語
り
合
い
、
海
外

研
修
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
大
学
と
支
援
す
る
家
族
や
教

職
員
に
感
謝
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
と
交
流

　
　
　
文
化
と
歴
史
学
ぶ

多
く
の
人
と
交
流

　
　
　
文
化
と
歴
史
学
ぶ

上
田 

隆
矢
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

韓
国
コ
ー
ス

新
し
い
視
点
か
ら

　
　
　
日
本
を
考
え
た
い

新
し
い
視
点
か
ら

　
　
　
日
本
を
考
え
た
い

金
田 

渚
沙
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

中
国
コ
ー
ス

キ
ョ
ン
ヒ

キョンヒ
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私
た
ち
17
人
は
8
月
か
ら
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学
へ
留
学
し
ま

す
。
私
は
日
本
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

で
き
る
だ
け
多
く
経
験
し
た
い
で
す
。

正
直
、少
し
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
留
学
は
自
分
の
英
語
力
を
向
上
さ

せ
、
ア
メ
リ
カ
の
多
様
な
文
化
を
知
る

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら

来
る
人
た
ち
と
新
し
く
友
達
に
な
る
こ

と
が
楽
し
み
で
す
。
し
か
し
、
私
は
少

国際交流センターで開かれた壮行会で派遣留学と夏期セミナーのメンバーが集合

し
人
見
知
り
な
の
で
、
留
学
中
は
積
極

的
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
チ
ー
ム
で
す
。
も
し
も
ア

メ
リ
カ
で
悩
み
や
問
題
が
生
じ
た
ら
、

お
互
い
に
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

他
の
国
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
カ

ナ
ダ
で
の
留
学
も
私
た
ち
と
同
様
に
成

功
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
の
２
人
の
リ
ー
ダ

ー
の
１
人
と
し
て
、
本
学
全
て
の
関
係

者
の
方
々
、
そ
し
て
私
た
ち
の
両
親
に

深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
、
私

の
心
は
期
待
に
満
ち
て
い
ま
す
。私
は
、

こ
の
貴
重
な
機
会
を
通
し
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
心
身
共
に
成
長
す
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

我
々
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
国
立
経
済

大
学
へ
4
カ
月
間
留
学
し
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
長
期
の
留
学
は
み
ん
な
初
め
て

で
、
不
安
な
毎
日
で
す
が
、
大
学
と
ご

指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て

良
き
支
援
者
で
あ
る
我
々
の
保
護
者
に

最
大
限
の
感
謝
を
し
、
有
意
義
な
留
学

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
ロ
シ
ア
で
よ
く
学
び
、
頑

張
り
ま
す
」
。

 

私
た
ち
は
9
月
か
ら
慶
熙
大
学
校
で

学
び
ま
す
。
留
学
の
機
会
を
与
え
て
い

野崎茂学長が留学奨学金証書を手渡しました

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

韓
国
語
だ
け
で
は
な
く
、
文
化・歴
史・

経
済
な
ど
に
つ
い
て
も
幅
広
く
学
び
、

他
の
大
学
や
国
々
か
ら
来
る
留
学
生
や

韓
国
人
と
も
交
流
を
深
め
て
社
会
人
と

し
て
必
要
な
ス
キ
ル
や
自
立
す
る
力
を

習
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
。帰
国
後
は
、

韓
国
語
の
資
格
取
得
に
よ
り
一
層
取
り

組
む
と
共
に
、
日
本
に
い
る
韓
国
人
の

役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

私
た
ち
14
人
は
8
月
下
旬
か
ら
来
年

1
月
ま
で
北
京
師
範
大
学
で
学
ん
で
き

ま
す
。

 

留
学
に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
に
奨
学

金
を
給
付
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
だ
さ
る
事
務
の
方
や
、
先
生
方

の
ご
協
力
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

中
国
で
は
、
現
地
の
人
た
ち
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

語
学
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
の

派遣留学・夏期セミナー参加学生の累計

  18 13  7  13     4 55
  12 7  7  14     12 52

249 172  126  291 251 1,089
  324 199  160  335 251 1,269

平成23年度
平成24年度

中国 韓国ロシアアメリカ カナダ 計
  29平成  7年度 14  7  13 63
  15平成  8年度 1320  17 65
  31平成  9年度 31

平成10年度   7  14 21
  75以上 海外研修計 2734  44 180人
  30平成12年度   20 50
  15平成13年度 12  6  17   14 64
  17平成14年度   9  3  13   17 59

〈中止〉平成15年度   4  1  11     6 22
  31平成16年度   7  2  13     8 61
  18平成17年度 13  5  12   22 70
    9平成18年度   5  0    7     3 24
  16平成19年度 1012  25     9 72
    9   7  9  12   13 50平成20年度
    6   411  12   12 45平成21年度

  10
  8

10
11

  5
18

  27
  16

    23
10

75
63

平成25年度
平成26年度

10 156  23 26 80平成28年度
12 136  21 21 73平成27年度

4 158  22 12 61平成29年度
14 61317 10 60平成30年度

  10 11  7  16     9 53平成22年度

計
合　　　計

　

派
遣
留
学（
国
際
文
化
学
科
）と
海
外
夏
期
セ
ミ
ナ
ー（
情

報
シ
ス
テ
ム
学
科
）
に
参
加
す
る
学
生
た
ち
の
壮
行
会
が
6

月
20
日
、
本
校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。平
成
30
年
度
は
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
が

17
人
、ロ
シ
ア
13
人
、
中
国
14
人
、
韓
国
6
人
、
カ
ナ
ダ
は

10
人
の
合
計
60
人
が
、
8
月
5
日
に
出
発
す
る
カ
ナ
ダ
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
1
〜
4
カ
月
余
の
外
国
生
活
を
体
験

し
て
き
ま
す
。

8月5日から出発!
学べ！ 羽ばたけ学べ！ 羽ばたけ 5カ国へ60人5カ国へ60人

文
化
を
肌
で
感
じ
、
多
く
の
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
日
本
を
離
れ
る
こ
と
で
、
今

ま
で
と
は
違
う
新
し
い
視
点
で
、
日
本

に
つ
い
て
も
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
て
も
良
い
機
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

 

新
し
い
環
境
で
学
習
し
、
生
活
す
る

こ
と
は
、
期
待
も
あ
れ
ば
不
安
も
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
14
人
が
互
い
に
助

け
合
い
、
新
し
く
出
会
う
様
々
な
国
の

人
た
ち
と
交
流
し
仲
を
深
め
た
い
で

す
。
4
カ
月
間
、
一
日
一
日
を
大
切
に

有
意
義
に
過
ご
し
た
い
で
す
。
様
々
な

体
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

大
き
く
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
私

た
ち
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
下

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

海
外
旅
行
が
趣
味
で
今
ま
で
様
々
な

国
に
行
き
、
行
っ
た
先
で
そ
の
国
の
文

化
を
学
ん
で
人
生
経
験
を
増
や
し
て
き

ま
し
た
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
立
大
学
の
夏

期
セ
ミ
ナ
ー
で
は
カ
ナ
ダ
の
文
化
を
学

び
た
い
で
す
。
特
に
、
カ
ナ
ダ
は
多
民

族
国
家
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の

文
化
や
歴
史
を
学
び
、
今
後
の
人
生
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

英
語
力
の
向
上
も
頑
張
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と
い
う
日
本
で

は
な
か
な
か
向
上
さ
せ
に
く
い
も
の
を

現
地
で
磨
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
カ

ナ
ダ
の
文
化
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

現
地
の
人
た
ち
に
日
本
や
新
潟
の
良
さ

を
伝
え
て
、
文
化
交
流
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
彼
ら

が
日
本
や
新
潟
に
来
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

国名／留学大学

参加学生数合計 60人

6人

17人

10人カナダ アルバータ州立大学

アメリカ セントラル・ミズーリ州立大学

韓　国 慶熙大学校

情報システム学科2・3年生

国際文化学科 2年生

国際文化学科 2年生

平成30年
 8月5日～9月2日
平成30年
 8月22日～12月7日

平成30年
 9月1日～12月27日

13人ロシア ウラジオストク国立経済大学 国際文化学科 2年生平成30年
 8月28日～12月27日

14人中　国 北京師範大学 国際文化学科 2年生平成30年8月27日～
 平成31年1月7日

留学期間 参加人数

平成30年度のスケジュール表（出発順）

В
 России м

ы
 будем

 стараться 
и хорош

о учиться.

英
語
の
力
を
磨
き

　
　
　
多
様
な
文
化
知
る

英
語
の
力
を
磨
き

　
　
　
多
様
な
文
化
知
る

伊
藤 

充
来
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス

アメリカ セントラル・ミズーリ州立大学派遣留学

ロシア ウラジオストク国立経済大学派遣留学

中国 北京師範大学派遣留学

カナダ アルバータ州立大学夏期セミナー

韓国 慶熙大学校　　
キョンヒキョンヒ

派遣留学

指
導
、支
援
に
感
謝

　
　
　
よ
く
学
び
頑
張
る

指
導
、支
援
に
感
謝

　
　
　
よ
く
学
び
頑
張
る

藤
　 

智
洋
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

ロ
シ
ア
コ
ー
ス

日
本
、新
潟
の
良
さ

　
　
　
現
地
で
伝
え
た
い

日
本
、新
潟
の
良
さ

　
　
　
現
地
で
伝
え
た
い

熊
谷 

光
流（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年
）

カ
ナ
ダ
コ
ー
ス

壮行会壮行会

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ

夢
と
目
標
を
語
る

　

壮
行
会
で
は
、
留
学
奨
学
金
の
授
与
式
で
野
崎
茂
学
長
が

一
人
ひ
と
り
に
奨
学
金
証
書
を
手
渡
し
、
異
文
化
交
流
を
楽

し
ん
で
き
て
ほ
し
い
と
激
励
。
各
コ
ー
ス
の
代
表
は
、
多
く

の
人
た
ち
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
語

学
は
も
ち
ろ
ん
文
化
や
歴
史
、
現
地
の
事
情
な
ど
も
幅
広
く

学
び
た
い
と
抱
負
を
述
べ
、
夢
と
目
標
を
語
り
合
い
、
海
外

研
修
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
大
学
と
支
援
す
る
家
族
や
教

職
員
に
感
謝
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
と
交
流

　
　
　
文
化
と
歴
史
学
ぶ

多
く
の
人
と
交
流

　
　
　
文
化
と
歴
史
学
ぶ

上
田 

隆
矢
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

韓
国
コ
ー
ス

新
し
い
視
点
か
ら

　
　
　
日
本
を
考
え
た
い

新
し
い
視
点
か
ら

　
　
　
日
本
を
考
え
た
い

金
田 

渚
沙
（
国
際
文
化
学
科
2
年
）

中
国
コ
ー
ス

キ
ョ
ン
ヒ

キョンヒ
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平
成
29
年
度
に
学
業
や
課
外
活

動
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
修
め

た
学
生
を
た
た
え
る
表
彰
奨
学
金

の
授
与
式
が
6
月
13
日
に
本
校

（
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
行

わ
れ
、
野
崎
茂
学
長
か
ら
26
人
に

証
書
と
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
＝
写
真
＝
。
学
長
の
激
励
に
学

生
た
ち
は
一
層
の
活
躍
を
誓

っ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
学
生
は
、
学
業
成
績

優
秀
者
が
15
人
（
情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
9
人
、
国
際
文
化

学
科
6
人
）
。
課
外
活
動
功

労
者
で
は
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
全
国
大
会
出
場
、
北
陸

陸
上
大
会
男
子
4
０
０
ｍ
リ

レ
ー
優
勝
、
「
笹
山
じ
ょ
う

も
ん
市
」の
企
画
協
力
、韓
国

語
や
中
国
語
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
、
ロ
シ
ア
語
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
活

躍
し
た
11
人
で
し
た
。

　

本
学
と
台
湾
の
銘
伝
大
学
（
台

北
市
）
は
単
位
互
換
協
定
の
同
意

覚
書
を
3
月
に
交
換
し
、
正
式
に

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
同
意
覚
書
の
交
換
に
よ

り
、
双
方
の
大
学
の
学
生
が
学
費

の
免
除
を
受
け
て
留
学
し
合
え
る

交
換
留
学
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
の
学
生
は
、
最
大
2
セ

メ
ス
タ
ー（
1
年
間
）ま
で
銘
伝
大

学
に
留
学
で
き
同

大
学
の
各
学
部
が

開
講
す
る
授
業
を

履
修
し
、
そ
の
単

位
を
修
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

習
得
し
た
単
位

は
、
本
学
の
単
位

と
し
て
認
定
さ
れ

4
年
間
の
在
籍
期

間
で
卒
業
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
同
意
覚

書
は
、
こ
の
他
に

も
両
大
学
の
研
究

者
や
職
員
間
の
交

換
や
共
同
研
究
な

ど
の
学
術
交
流
、

さ
ら
に
地
域
住
民

や
高
校
生
に
恩
恵

を
も
た
ら
す
共
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
な
ど
も
可
能
に

す
る
も
の
で
、
将

来
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

銘
伝
大
学
で
は
、
台
湾
と
米
国

に
あ
る
4
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
世

界
各
国
出
身
の
約
2
万
人
の
学
生

が
学
ん
で
お
り
、
英
語
と
中
国
語

で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
学
か
ら
は
、
国
際

学
部
の
学
生
が
海
外
実
習
先
と
し

て
英
語
と
中
国
語
の
短
期
研
修
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
・

佐
潟
の
環
境
保
全
と
活
用
へ
向

け
て
、
新
潟
市
環
境
政
策
課
を
中

心
に
5
月
27
日
、
新
潟
市
西
区
赤

塚
公
民
館
で

「
佐
潟
の
将

来
を
み
ん
な

で
考
え
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
開
催

さ
れ
、
参
加

し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、

大
学
に
近
い

佐
潟
の
自
然

環
境
を
保
全

し
て
多
様
な

生
物
が
共
生

で
き
る
豊
か

な
地
域
を
目

指
そ
う
と

「
２
０
５
０

年
の
佐
潟
の

将
来
像
を
考

え
る
計
画
」

を
今
年
度
中

に
一
部
改
定

す
る
た
め
の

活
動
で
す
。

　

最
初
に
、
「
潟
の
記
憶
」
（
新

潟
市
潟
環
境
研
究
所
制
作
）
の
映

像
を
見
た
後
、
私
は
事
例
紹
介
と

し
て
、
赤
塚
地
域
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　

韓
国
の
光
云
大
学
校
（
ソ
ウ
ル

特
別
市
）
か
ら
、
今
年
も
3
人
の

交
換
留
学
生
を
迎
え
ま
し
た
（
昨

年
は
2
人
）
。
3
月
27
日
に
来
日

し
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
4
月

10
日
に
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
翌
11

日
は
上
越
市
の
高
田
公
園
で
日
本

三
大
夜
桜
を
見
物
。
高
田
城
址
の

お
堀
端
の
華
や
か
な
桜
並
木
を
本

学
学
生
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。

　

黄
　
恵
苑
（
フ
ァ
ン　

ヘ
ウ
ォ

ン
）さ
ん
＝
光
云
大
学
国
際
学
部
。

留
学
期
間
は
1
年
間
。
「
帰
国
す

る
ま
で
、惜
し
み
の
な
い
1
年
を

過
ご
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」

　

權
　
セ
ボ
ム
（
ク
ォ
ン　

セ
ボ

ム
）
さ
ん
＝
光
云
大
学
東
方
ア
ジ

ア
文
化
産
業
学
部
。
留
学
期
間
は

1
年
間
。
「
水
準
の
高
い
授
業
、

皆
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
、
友
達
の
笑

顔
、
全
て
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

　

李
　
普
鉉
（
イ　

ボ
ヒ
ョ
ン
）

さ
ん
＝
光
云
大
学
法
学
部
。
留
学

期
間
は
前
期
の
み
。
「
日
本
で
生

活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。
食
べ
物
も
お
い

し
い
。
先
生
と
友
達
が
歓
迎
し
て

く
れ
て
、
来
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」

学
業
成
績
優
秀
者

課
外
活
動
功
労
者

情報システム学科

情報システム学科

情報システム学科
情報システム学科
国際文化学科
情報システム学科

国際文化学科

国際文化学科

熊田 愛菜　佐々木 悠太　高橋 知希
貝津 拓実　金子 和樹　上村 萌恵
後藤 瑞斗　中野 雄斗　中山 　優

４年次生

3年次生

2年次生

遠藤 　希　本間 千華
石田 真由　西野 千咲
宮下 　凌　渡部 慧介

佐々木花純
山口 凪子

「話してみよう韓国語」第9回新潟大会
創作スキット部門　奨励賞

小池 優太

猪俣 慧樹
斎藤 大介
倉石 優希
酒井 広大

・第72回えひめ国体公開競技
　パワーリフティング大会出場
・第22回ジャパンクラシック
　パワーリフティング選手権大会出場

第61回北陸陸上競技選手権大会
男子4×100ｍリレー 優勝

４年次生

４年次生

「第18回笹山じょうもん市」において、運営協力や独自
企画を行い参加者から好評を博した。この活動のなか
で、NPO笹山縄文の里や中条地区振興会、地域住民
と協力しながら十日町市の二つの高校の写真部と連携
し取材会を行うなど地域活性化に貢献した。

・第17回新潟ロシア語スピーチコンテスト入門Bの部 
　1位相当
・加茂市国際交流協会主催のロシア姉妹都市の
　子供代表団受け入れ事業においてロシア語通訳等
　のボランティアとして活躍した。
・平昌冬季オリンピック フィギュアスケートロシア選手
　の新潟合宿における通訳ボランティアを行った。

情報システム学科 小池 優太
佐藤 広樹

４年次生

国際文化学科 上松 彩香
・第16回漢語橋世界大学生中国語スピーチコンテスト
　新潟予選会 総領事特別賞
・「朱鷺杯」中日友好作文コンクール 3等賞

４年次生

国際文化学科 齋藤優里愛４年次生

3年次生

2年次生

4年次生

3年次生
3年次生
3年次生
2年次生

優
れ
た
26
人

学
業
や
課
外
活
動

「表彰奨学金」を授与

夜
桜
を
背
景
に
、黄
恵
苑
さ
ん（
前
列
左
）、權
セ
ボ
ム
さ
ん（
同
右
）、

李
普
鉉
さ
ん（
後
列
左
か
ら
2
人
目
）と
本
学
学
生

高
田
公
園
で
夜
桜

　

毎
年
恒
例
の
本
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
6

月
2
日
、
青
空
に
恵
ま
れ
た
本
校
み
ず
き

野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
参
加
チ
ー
ム

が
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

学
生
同
士
や
教
職
員
と
の
協
調
融
和
を

図
ろ
う
と
開
学
時
か
ら
続
く
大
会
。
学
生

韓
国
・
光
云
大
学
校
か
ら
留
学
生

韓
国
・
光
云
大
学
校
か
ら
留
学
生

カ
ン
ウ
ン

た
ち
は
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
、
有
志
で
チ
ー

ム
を
作
り
、
教
職
員
の
方
々
と
も
協
力
し

合
い
ま
し
た
。

　

1
年
生
対
象
種
目
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
経
営
情
報
学
部
の

土
屋
翔
ゼ
ミ
が
優
勝
し
ま
し
た
。
屋
外
で

は
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
を
行
い
、
特
に
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
は
大
人
気
で
熱
気
を
帯
び
、
ス
タ

ッ
フ
は
大
忙
し
で
し
た
。

　

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
し
ま
し

た
が
、
反
省
点
を
生
か
し
て
、
来
年
度
も

思
い
出
に
残
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

晴天に恵まれ
サッカーに汗

晴天に汗が流れたサッカーの試合

スポーツ大会

（
大
会
実
行
委
員
長
　
国
際
文
化
学
科
2
年 

田
中
奏
恵
）

ク
を
作
成
す
る
「
赤
塚
・
佐
潟
地

図
研
究
会
」と
新
潟
市
の「
水
と
土

の
芸
術
祭
２
０
１
８
年
」
の
市
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
潟
砂
丘
遊
々

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
―
歩
く
楽
し
さ
満

載
！
新
潟
砂
丘
を
満
喫
！
―
」
を

運
営
す
る「
新
潟
砂
丘
遊
々
会
」の

活
動
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て「
佐
潟
の
将
来
像
の
提
案
」

と
題
し
て
法
政
大
学
の
事
例
紹
介

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で

は
「
佐
潟
の

水
質
の
濁
り

が
顕
著
に
な

っ
て
き
た
」

「
不
法
投
棄

が
あ
り
、
水

質
や
生
物
へ

の
影
響
が
心

配
だ
」
「
地

元
・
赤
塚
の

住
民
の
関
心

も
薄
く
な
っ

た
」
「
保
全

活
動
を
受
け

継
い
で
も
ら

う
若
者
へ
の

周
知
、
理
解

を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大

切
」
な
ど
、

多
く
の
意
見

や
ア
イ
デ
ア

も
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
潟
の
理

想
的
な
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
活
動
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

台湾・台北市の銘伝大学キャンパス

学
費
免
除
で
留
学

学
費
免
除
で
留
学

多
様
な
生
物
の
共
生

豊
か
な
環
境
保
護
へ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

グループに分かれたワークショップで意見とアイデアを出し合う参加者たち

佐潟の将来を考えよう

台湾の銘伝大学と単位互換協定台湾の銘伝大学と単位互換協定

将
来
は
学
術
交
流
も
可
能

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

4
年
　
磯
貝 

尚
輝
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平
成
29
年
度
に
学
業
や
課
外
活

動
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
修
め

た
学
生
を
た
た
え
る
表
彰
奨
学
金

の
授
与
式
が
6
月
13
日
に
本
校

（
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
行

わ
れ
、
野
崎
茂
学
長
か
ら
26
人
に

証
書
と
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
＝
写
真
＝
。
学
長
の
激
励
に
学

生
た
ち
は
一
層
の
活
躍
を
誓

っ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
学
生
は
、
学
業
成
績

優
秀
者
が
15
人
（
情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
9
人
、
国
際
文
化

学
科
6
人
）
。
課
外
活
動
功

労
者
で
は
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
全
国
大
会
出
場
、
北
陸

陸
上
大
会
男
子
4
０
０
ｍ
リ

レ
ー
優
勝
、
「
笹
山
じ
ょ
う

も
ん
市
」の
企
画
協
力
、韓
国

語
や
中
国
語
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
、
ロ
シ
ア
語
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
活

躍
し
た
11
人
で
し
た
。

　

本
学
と
台
湾
の
銘
伝
大
学
（
台

北
市
）
は
単
位
互
換
協
定
の
同
意

覚
書
を
3
月
に
交
換
し
、
正
式
に

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
同
意
覚
書
の
交
換
に
よ

り
、
双
方
の
大
学
の
学
生
が
学
費

の
免
除
を
受
け
て
留
学
し
合
え
る

交
換
留
学
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
の
学
生
は
、
最
大
2
セ

メ
ス
タ
ー（
1
年
間
）ま
で
銘
伝
大

学
に
留
学
で
き
同

大
学
の
各
学
部
が

開
講
す
る
授
業
を

履
修
し
、
そ
の
単

位
を
修
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

習
得
し
た
単
位

は
、
本
学
の
単
位

と
し
て
認
定
さ
れ

4
年
間
の
在
籍
期

間
で
卒
業
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
同
意
覚

書
は
、
こ
の
他
に

も
両
大
学
の
研
究

者
や
職
員
間
の
交

換
や
共
同
研
究
な

ど
の
学
術
交
流
、

さ
ら
に
地
域
住
民

や
高
校
生
に
恩
恵

を
も
た
ら
す
共
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
な
ど
も
可
能
に

す
る
も
の
で
、
将

来
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

銘
伝
大
学
で
は
、
台
湾
と
米
国

に
あ
る
4
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
世

界
各
国
出
身
の
約
2
万
人
の
学
生

が
学
ん
で
お
り
、
英
語
と
中
国
語

で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
学
か
ら
は
、
国
際

学
部
の
学
生
が
海
外
実
習
先
と
し

て
英
語
と
中
国
語
の
短
期
研
修
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
・

佐
潟
の
環
境
保
全
と
活
用
へ
向

け
て
、
新
潟
市
環
境
政
策
課
を
中

心
に
5
月
27
日
、
新
潟
市
西
区
赤

塚
公
民
館
で

「
佐
潟
の
将

来
を
み
ん
な

で
考
え
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
開
催

さ
れ
、
参
加

し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、

大
学
に
近
い

佐
潟
の
自
然

環
境
を
保
全

し
て
多
様
な

生
物
が
共
生

で
き
る
豊
か

な
地
域
を
目

指
そ
う
と

「
２
０
５
０

年
の
佐
潟
の

将
来
像
を
考

え
る
計
画
」

を
今
年
度
中

に
一
部
改
定

す
る
た
め
の

活
動
で
す
。

　

最
初
に
、
「
潟
の
記
憶
」
（
新

潟
市
潟
環
境
研
究
所
制
作
）
の
映

像
を
見
た
後
、
私
は
事
例
紹
介
と

し
て
、
赤
塚
地
域
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　

韓
国
の
光
云
大
学
校
（
ソ
ウ
ル

特
別
市
）
か
ら
、
今
年
も
3
人
の

交
換
留
学
生
を
迎
え
ま
し
た
（
昨

年
は
2
人
）
。
3
月
27
日
に
来
日

し
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
4
月

10
日
に
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
翌
11

日
は
上
越
市
の
高
田
公
園
で
日
本

三
大
夜
桜
を
見
物
。
高
田
城
址
の

お
堀
端
の
華
や
か
な
桜
並
木
を
本

学
学
生
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。

　

黄
　
恵
苑
（
フ
ァ
ン　

ヘ
ウ
ォ

ン
）さ
ん
＝
光
云
大
学
国
際
学
部
。

留
学
期
間
は
1
年
間
。
「
帰
国
す

る
ま
で
、惜
し
み
の
な
い
1
年
を

過
ご
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」

　

權
　
セ
ボ
ム
（
ク
ォ
ン　

セ
ボ

ム
）
さ
ん
＝
光
云
大
学
東
方
ア
ジ

ア
文
化
産
業
学
部
。
留
学
期
間
は

1
年
間
。
「
水
準
の
高
い
授
業
、

皆
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
、
友
達
の
笑

顔
、
全
て
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

　

李
　
普
鉉
（
イ　

ボ
ヒ
ョ
ン
）

さ
ん
＝
光
云
大
学
法
学
部
。
留
学

期
間
は
前
期
の
み
。
「
日
本
で
生

活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。
食
べ
物
も
お
い

し
い
。
先
生
と
友
達
が
歓
迎
し
て

く
れ
て
、
来
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」

学
業
成
績
優
秀
者

課
外
活
動
功
労
者

情報システム学科

情報システム学科

情報システム学科
情報システム学科
国際文化学科
情報システム学科

国際文化学科

国際文化学科

熊田 愛菜　佐々木 悠太　高橋 知希
貝津 拓実　金子 和樹　上村 萌恵
後藤 瑞斗　中野 雄斗　中山 　優

４年次生

3年次生

2年次生

遠藤 　希　本間 千華
石田 真由　西野 千咲
宮下 　凌　渡部 慧介

佐々木花純
山口 凪子

「話してみよう韓国語」第9回新潟大会
創作スキット部門　奨励賞

小池 優太

猪俣 慧樹
斎藤 大介
倉石 優希
酒井 広大

・第72回えひめ国体公開競技
　パワーリフティング大会出場
・第22回ジャパンクラシック
　パワーリフティング選手権大会出場

第61回北陸陸上競技選手権大会
男子4×100ｍリレー 優勝

４年次生

４年次生

「第18回笹山じょうもん市」において、運営協力や独自
企画を行い参加者から好評を博した。この活動のなか
で、NPO笹山縄文の里や中条地区振興会、地域住民
と協力しながら十日町市の二つの高校の写真部と連携
し取材会を行うなど地域活性化に貢献した。

・第17回新潟ロシア語スピーチコンテスト入門Bの部 
　1位相当
・加茂市国際交流協会主催のロシア姉妹都市の
　子供代表団受け入れ事業においてロシア語通訳等
　のボランティアとして活躍した。
・平昌冬季オリンピック フィギュアスケートロシア選手
　の新潟合宿における通訳ボランティアを行った。

情報システム学科 小池 優太
佐藤 広樹

４年次生

国際文化学科 上松 彩香
・第16回漢語橋世界大学生中国語スピーチコンテスト
　新潟予選会 総領事特別賞
・「朱鷺杯」中日友好作文コンクール 3等賞

４年次生

国際文化学科 齋藤優里愛４年次生

3年次生

2年次生

4年次生

3年次生
3年次生
3年次生
2年次生

優
れ
た
26
人

学
業
や
課
外
活
動

「表彰奨学金」を授与

夜
桜
を
背
景
に
、黄
恵
苑
さ
ん（
前
列
左
）、權
セ
ボ
ム
さ
ん（
同
右
）、

李
普
鉉
さ
ん（
後
列
左
か
ら
2
人
目
）と
本
学
学
生

高
田
公
園
で
夜
桜

　

毎
年
恒
例
の
本
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
6

月
2
日
、
青
空
に
恵
ま
れ
た
本
校
み
ず
き

野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
参
加
チ
ー
ム

が
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

学
生
同
士
や
教
職
員
と
の
協
調
融
和
を

図
ろ
う
と
開
学
時
か
ら
続
く
大
会
。
学
生

韓
国
・
光
云
大
学
校
か
ら
留
学
生

韓
国
・
光
云
大
学
校
か
ら
留
学
生

カ
ン
ウ
ン

た
ち
は
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
、
有
志
で
チ
ー

ム
を
作
り
、
教
職
員
の
方
々
と
も
協
力
し

合
い
ま
し
た
。

　

1
年
生
対
象
種
目
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
経
営
情
報
学
部
の

土
屋
翔
ゼ
ミ
が
優
勝
し
ま
し
た
。
屋
外
で

は
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
を
行
い
、
特
に
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
は
大
人
気
で
熱
気
を
帯
び
、
ス
タ

ッ
フ
は
大
忙
し
で
し
た
。

　

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
し
ま
し

た
が
、
反
省
点
を
生
か
し
て
、
来
年
度
も

思
い
出
に
残
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

晴天に恵まれ
サッカーに汗

晴天に汗が流れたサッカーの試合

スポーツ大会

（
大
会
実
行
委
員
長
　
国
際
文
化
学
科
2
年 

田
中
奏
恵
）

ク
を
作
成
す
る
「
赤
塚
・
佐
潟
地

図
研
究
会
」と
新
潟
市
の「
水
と
土

の
芸
術
祭
２
０
１
８
年
」
の
市
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
潟
砂
丘
遊
々

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
―
歩
く
楽
し
さ
満

載
！
新
潟
砂
丘
を
満
喫
！
―
」
を

運
営
す
る「
新
潟
砂
丘
遊
々
会
」の

活
動
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て「
佐
潟
の
将
来
像
の
提
案
」

と
題
し
て
法
政
大
学
の
事
例
紹
介

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で

は
「
佐
潟
の

水
質
の
濁
り

が
顕
著
に
な

っ
て
き
た
」

「
不
法
投
棄

が
あ
り
、
水

質
や
生
物
へ

の
影
響
が
心

配
だ
」
「
地

元
・
赤
塚
の

住
民
の
関
心

も
薄
く
な
っ

た
」
「
保
全

活
動
を
受
け

継
い
で
も
ら

う
若
者
へ
の

周
知
、
理
解

を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大

切
」
な
ど
、

多
く
の
意
見

や
ア
イ
デ
ア

も
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
潟
の
理

想
的
な
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
活
動
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

台湾・台北市の銘伝大学キャンパス

学
費
免
除
で
留
学

学
費
免
除
で
留
学

多
様
な
生
物
の
共
生

豊
か
な
環
境
保
護
へ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

グループに分かれたワークショップで意見とアイデアを出し合う参加者たち

佐潟の将来を考えよう

台湾の銘伝大学と単位互換協定台湾の銘伝大学と単位互換協定

将
来
は
学
術
交
流
も
可
能

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

4
年
　
磯
貝 

尚
輝
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入
試
・
広
報
委
員
長
　
西
山
　
茂

湧 

源
編
集
後
記
に
代
え
て

ゆ 

う

げ 

ん

　

入
試
が
終
わ
り
新
1
年
生
を
迎
え
入
れ
た
の

は
つ
い
最
近
だ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は
も
う
6
月
下
旬

で
、
田
の
苗
は
伸
び
、
日
も
す
っ
か
り
長
く
な

り
、
季
節
は
本
格
的
な
夏
に
向
か
お
う
と
し
て

い
る
。
た
だ
、
こ
の
と
こ
ろ
の
天
候
は
季
節
外

れ
に
寒
か
っ
た
り
暑
か
っ
た
り
で
、
地
球
の
大

気
循
環
の
異
常
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
も
重
大

懸
念
事
項
で
あ
る
が
、
「
光
陰
矢
の
如
し
」
も

ま
た
、
重
大
懸
念
事
項
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ー
バ
ー
・
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
法
則（
以
下
、

W
F
の
法
則
）を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

感
覚
の
強
度
は
物
理
的
な
強
度
の
対
数
に
比
例

す
る
と
い
う
法
則
だ
と
い
う
。
こ
の
法
則
は
時

間
感
覚
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
私

は
思
っ
て
い
る
。こ
の
場
合
横
軸
は
実
時
間
で
、

縦
軸
は
感
覚
時
間
で
あ
る
。
年
を
取
る
と
1
年

が
早
く
感
じ
る
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
時
間
感
覚
に
も
W
F
の
法
則
が
適
用
さ
れ

て
い
る
結
果
な
の
だ
と
信
じ
て
い
る（
た
だ
し
、

関
数
が
真
の
対
数
関
数
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
）
。

　

私
の
よ
う
な
年
配
者
は
、人
生
の
先
も
見
え
、

W
F
の
法
則
で
時
間
が
無
い
と
感
じ
、
時
間
が

貴
重
で
あ
る
と
肌
で
感
じ
る
。
し
か
し
、
私
も

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
若
者
は
、
感
覚
時
間

も
長
く
、
ま
た
、
人
生
の
残
り
の
年
数
も
多
い

た
め
（
今
の
大
学
生
は
60
年
以
上
あ
る
！
）
、

時
間
は
無
限
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
、
無
為
に
過

ご
し
が
ち
で
あ
る
。

　

「
芸
術
は
長
く
、
人
生
は
短
い
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
感
覚
は
ど
う
で
あ
れ
、
時
間
は
貴

重
で
あ
る
。
若
い
人
は
こ
れ
が
な
か
な
か
実
感

と
し
て
わ
か
ら
な
い
と
思
う
が
（
私
も
そ
う
で

あ
っ
た
）
、
時
間
を
大
切
に
し
て
、
勉
学
に
、

遊
び
に
一
生
懸
命
勤
し
ん
で
欲
し
い
。

い
そ

　

第
3
回
一
人
暮
ら
し

の
会
が
6
月
26
日
、
本

学
の
学
生
会
館
前
の
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
で
開

か
れ
ま
し
た
。
一
人
暮

ら
し
を
す
る
学
生
同
士

が
集
ま
り
、
交
流
や
情

報
交
換
な
ど
を
行
い
、

よ
り
充
実
し
た
学
生
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
と

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
一
人
暮
ら
し
の
会
」。

今
回
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
行
い
、
13
人
の
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
＝
写

真
＝
。
今
年
度
の
1
回

目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
1
年
生
が
多
く
参

加
し
授
業
や
日
常
生

活
、
趣
味
な
ど
の
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
は
韓
国
か
ら
の
留

学
生
も
参
加
し
、
日
本

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら

は
、
近
く
に
住
む
友
達

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
の
で
ぜ
ひ
次
回
も

参
加
し
た
い
、
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

楽しく食べて友達づくり

平成31年度
入学者選抜試験概要 （要約一覧）

［国際学部］国際学部の利用教科・科目の中から外国語と、外国語以外の１科目以上選択。各教科
100点(外国語と、外国語以外に２科目以上受験した場合は高得点の１科目を合否判定に使用。国
語は近代以降の文章のみ利用。外国語(英語)はリスニングを含む。）［経営情報学部］経営情報学
部の利用教科・科目の中から２科目以上選択。各教科100点(３科目以上受験した場合は高得点の
２科目を合否判定に使用。国語は近代以降の文章のみ利用。外国語(英語)はリスニングを含む。）

〈教科成績重視型〉面接・小論文
推薦要件：全体の評定平均値3.5以上または、国語・地理歴史・公民・数学・理
科・外国語(英語)のうち、いずれか１教科の評定平均値が4.0以上であること。
〈資格・検定重視型〉面接・小論文
推薦要件：本学が定めた資格・検定に合格、あるいは成績を修め、かつ全体
の評定平均値が3.2以上であること。

入 試 区 分 募 集 人 員 出願書類提出期間 試 験 日 試験地 試 験 実 施 教 科・科 目 合格発表日

推
薦
入
学
試
験

一
般

入

学

試

験

指定校制

高
校
長
推
薦

公募制
（　　　　）
・教科成績重視型
・資格・検定重視型

併願可
過年度卒可

公募制
スポーツ推薦

前　　期
（第3志願制）

大学入試
センター
試験利用

後　　期
（第3志願制）

外国人留学生入学試験

経営情報学部

5

5

10

若干名

35

45

25

10

5

5

5
5
5

若干名
帰国生入学試験

社会人入学試験

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月13日㈫
【郵送必着】

31年  1月  7日㈪

～

31年  1月22日㈫
【郵送必着】

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月13日㈫
【郵送必着】

31年  1月28日㈪

～

31年  2月12日㈫
【郵送必着】

31年  2月25日㈪

～

31年  3月  4日㈪
【郵送必着】

30年
11月18日㈰

30年
11月22日㈭

31年
  2月  9日㈯

31年
  2月22日㈮

31年
  3月15日㈮

新潟

31年
  3月  9日㈯ 新潟

31年
  2月  2日㈯

31年1月19日㈯、
20日㈰の大学入試
センター試験を
受験していること

新潟
上越
長岡
新発田

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月13日㈫
【郵送必着】

インターネット出願登録期間

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月12日㈪
15：00まで

31年  1月  7日㈪

～

31年  1月21日㈪
15：00まで

31年  1月28日㈪

～

31年  2月  9日㈯
15：00まで

31年  2月25日㈪

～

31年  3月  2日㈯
15：00まで

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月12日㈪
15：00まで

30年
11月18日㈰ 新潟 面接・小論文　

面接・小論文・競技実績

・国　語：国語総合（古文・漢文を除く）
・数　学：数学Ⅰ・数学A
・外国語：コミュニケーション英語Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ・英語表現Ⅰ,Ⅱ

※対象各種目は「入学試験要項」で確認してください。出場競技大会、成績等の基準について
　出願前に必ず入試・広報課へお問い合わせください。

本学が指定校と定めた高校長あてに推薦依頼を行います。
※指定校制はインターネット登録を利用した出願ではありません。

◎入試と奨学金の詳細については入試・広報課までお問い合わせください。TEL025-264-3777（直） FAX025-264-3780 E-mail nyushiweb@nuis.ac.jp

30年
11月22日㈭

合格後に希望者に対し2月24日「奨学金試験」を実施し、
その結果、成績上位者に半期授業料の半額を給付します。

入学時の
奨学金

※変更が生じる場合もありますので、詳細については「入学試験要項」で必ずご確認ください。

高校長推薦
入学試験合格者

一般入学試験（前期）の試験結果から、上位成績者に
半期授業料の半額を給付します。

一般入学試験（前期）
受験者

上記3教科の中から2教科または3教科を選択（3教科受験した場合は
高得点の2教科を合否判定に使用）。

一般入学試験前期と同様。

個別の学力検査等は行わず、平成31年度大学入試センタ－試験の成績で判定。

情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科

経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部 情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部 情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科

経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科

経営学科

国際学部 国際文化学科

25
35
30

（規定の競技大会に出場し、一定以上の成績を満たしていること。）

全てインターネット登録を利用した出願です（指定校制除く）

 １）研究論文・図書
安藤　 潤（国際文化学科・准教授）
・（2018年5月）『アイデンティティ経済学と共稼ぎ夫婦の妻の家事労働行動――JPSC2000―2008パ
ネルデータを用いた実証分析』経済政策ジャーナル（日本経済政策学会）13巻　1・2号（77-80頁）
佐藤 若菜（国際文化学科・講師）
・（2018年3月）『中国貴州省のミャオ族における民族衣装の物質性：上衣の製作に着目して』民族藝術
　34巻（141-148頁）

・（2018年3月）"Anthropological Studies of China in Japan: Focusing on Studies of Ethnic Minority 
Groups in Southwest China", Japanese Review of Cultural Anthropology, Vol.18 No.2（179-184）

白井 健二（経営学科・教授）
・（2018年4月）"Analysis of Business Loss and System Risk Caused by Nonstandard and 
Excessive Quality", International Journal of Innovative Computing, Information and Control, 
Vol.14 No.2（469-489）

矢口 裕子（国際文化学科・教授）
・（2018年6月）「作品ガイド」「キーワード」「ニューヨーク文学地図」『作家ガイド　アナイ
ス・ニン』彩流社

 ２）学会・研究会・講演等
安藤　 潤（国際文化学科・准教授）
・（2018年6月9日）『既婚女性の雇用形態、労働時間および家事労働時間と主観的満足度――アイ
デンティティ経済学をフレームワークとして』経済政策研究会（明治大学駿河台キャンパス）
神長 英輔（国際文化学科・准教授）
・（2018年5月6日）特別講義「メイド・イン・ソビエト（水声社刊）」SOVIET★EXPO（東京都
千代田区・アーツ千代田）

・（2018年6月16日）「戦間期日本のコンブ業とコンブ貿易　グローバルヒストリーのなかのコン
ブ」東アジア近代史学会研究大会（国士舘大学・世田谷キャンパス）
小林 伊織（国際文化学科・講師）
・（2018年5月19日）『多様化の中の統一－東南アジアという名のモザイク－』異文化塾「変貌す
る東南アジア世界」（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

・（2018年5月31日～6月2日）"American Phonological Features on the Singapore Radio", 
International Association of World Englishes, International Association of World Englishes
（Ateneo de Manila University）
瀬戸 裕之（国際文化学科・准教授）
・（2018年5月12日）パネル報告『東南アジア大陸部における被戦争社会の変容と地域住民－趣旨
説明－』ベトナム日本研究者会議（東京大学）

・（2018年5月27日）パネル報告『東南アジア大陸部の被戦争社会と地域住民の生存戦略－趣旨説
明－』『ラオス中部地域にみる被戦争社会の変容と地域住民の生存戦略－戦争期の強制移住と
生活再建を中心に－』東南アジア学会第99回研究大会（北九州市立大学）
藤田 美幸（経営学科・准教授）
・（2018年3月15日～16日）『ハイブリッドまちあるきによる地域資源の物語化－2017ふるまちク
エストを事例として－ 』モバイル学会　シンポジウム「モバイル’18」（静岡大学）

・（2018年6月2日～3日）『モバイル・ヘルスケアサービスにおける価値共創－ゲーミフィケーシ
ョンによる物語化－』日本情報経営学会　第76回全国大会（北海道情報大学）
山田 裕史（国際文化学科・講師）
・（2018年6月16日）『新生「カンボジア王国」25年のあゆみ－発展する経済、後退する民主化－』異文化
塾「変貌する東南アジア世界」（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（経営学科・教授）
・（2018年4月より新規～2022年3月）平成30年度科学研究費助成基盤研究（B）一般「水産養殖事

教員の活動（本人申告による）
業のグローバルビジネスの構築」
佐藤 若菜（国際文化学科・講師）
・（2018年6月~2020年3月）京都大学東南アジア地域研究研究所:共同利用・共同研究拠点『東南ア
ジア研究の国際共同研究拠点』「中国と東南アジアにおける政治経済的変容と女性の移動」

藤田 美幸（経営学科・准教授）
・（2017年9月～2018年8月）中部スノーボード協会　寄付金獲得「ウィンタースポーツツーリズム
－日本とアジアの比較研究－」

・（2017年10月~2018年3月）新潟市中央区地域課提案事業　受託研究「中心市街地活性化研究・実
践事業」

・（2018年4月～2019年3月）（財）電気通信普及財団　寄付金「デジタルとアナログを融合させた
ハイブリッドまちあるきの研究」
山田 裕史（国際文化学科・講師）
・（2018年4月～2021年3月）平成30年度科学研究費助成事業基盤研究（B）「アジアにおける独裁
と民主主義の歴史的起源」（研究分担者）

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
内田　亨（経営学科・教授）
・（2018年5月15日）「働き方改革は健康経営に従う：社員の健康が会社を強くする」『リスクマ
ネジメントToday』Vol.108（10-13頁）
上西園 武良（情報システム学科・教授）
・（2017年12月1日より継続）にいがた産業創造機構（NICO）・㈱永塚製作所との共同研究「軽量
型トングの研究開発」において人間工学的評価・改良を分担

小林 伊織（国際文化学科・講師）
・（2018年5月12日～6月23日）新潟国際情報大学オープンカレッジ『驚きの台湾：「あの島」の真

相を探る旅』（全4回）（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）
・（2018年6月30日～7月7日）新潟国際情報大学オープンカレッジ『英語で学ぶ「台湾」の魅力』
（全2回）（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）
宇田 隆幸（情報システム学科・教授）
・（2015年4月1日より継続～2019年3月31日）公益財団法人図書館振興財団　専門書・学術書選書
委員会　選書員
佐藤 泰子（国際文化学科・英語講師）
・（2018年6月8日～7月27日）新潟県シニアカレッジ新潟　実践講座（12単位）「まちかどふれ愛
英会話」コース講師（新潟県社会福祉協議会・新潟ユニゾンプラザ）

佐藤 若菜（国際文化学科・講師）
・（2018年4月~）国立民族学博物館・共同研究員「人類学/民俗学の学知と国民国家の関係――20
世紀前半のナショナリズムとインテリジェンス」

藤田 美幸（経営学科・准教授）
・（2016年6月1日より継続）新潟コンベンション協会　地域内連携もてなし推進事業検討ワーキング委員
・（2017年4月1日）新潟市西区自治協議会委員
山田 裕史（国際文化学科・講師）
・（2014年5月より継続～2018年8月）独立行政法人 国際協力機構（JICA）による「カンボジア選挙
改革支援」プロジェクトに外部有識者として参加

・（2016年5月より継続～2020年5月）特定非営利活動法人 新潟国際ボランティアセンター（NVC）
運営委員

・（2018年4月～2020年3月）「にいがた市民大学」運営委員（生涯学習センター・クロスパルにいがた）
・（2018年4月23日）『西日本新聞』「民意映さぬ総選挙　カンボジア 政権が最大野党解党　米欧
は支援中止 問われる日本の役割」にコメント掲載

・（2018年5月13日~7月8日）新潟国際情報大学オープンカレッジ「市民としてかかわる国際協力
Ⅰ」（全5回）（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

※各学部で利用教科・科目は異なりますので「入学試験要項」で確認してください。

※対象資格・検定は
　「入学試験要項」で
　確認してください。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

　 

3
年
　
片
原 

彬
人
）

韓
国
の
留
学
生
も
参
加

「一人暮らしの会」

市
民
・
学
生
と
い
う
立
場
で
日
常
的
に
取

り
組
め
る
国
際
協
力
の
実
践
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
活
動
は
、
開
発
途
上
国
の
飢

餓
と
先
進
国
の
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
解

消
に
同
時
に
取
り
組
む
テ
ー
ブ
ル
・
フ
ォ

ー
・
ツ
ー（
Ｔ
Ｆ
Ｔ
）へ
の
参
加
で
す
。
県

内
の
大
学
で
初
め
て
T
F
T
に
参
加
し
、

毎
月
第
3
週
に
学
生
食
堂
で
ヘ
ル
シ
ー
な

Ｔ
Ｆ
Ｔ
ラ
ン
チ（
４
１
０
円
）を
販
売
。
1

食
あ
た
り
20
円
を
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
子
ど

も
の
学
校
給
食
1
食
分
と
し
て
寄
付
し
、

今
年
5
月
ま
で
に
２
，４
９
５
食
分
を
支

援
し
ま
し
た
。

　

理
論
と
実
践
を
通
し
て
、
ゼ
ミ
生
た
ち

は
よ
り
公
正
で
持
続
可
能
な
世
界
を
つ
く

る
た
め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
遠
い
外
国
の
貧
し
い
人
々
を
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
際

協
力
を
テ
ー
マ
と
す
る
3
〜
4
年
次
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
こ
の
本
質
的
な
問
い
に

向
き
合
い
、
貧
困
と
開
発
（
保
健
医
療
、

教
育
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
の
エ
シ
カ

ル
消
費
）
、
紛
争
と
平
和
構
築
な
ど
の
分

野
に
お
け
る
国
際
協
力
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
国
際
協
力
に
関
す
る

理
論
と
各
種
活
動
に
関
す
る
専
門
的
知
見

を
習
得
し
、
優
秀
な
卒
業
論
文
を
執
筆
す

る
た
め
に
、
研
究
テ
ー
マ
の
決
め
方
、
文

献
・
資
料
の
探
し
方
や
ま
と
め
方
、
学
術

論
文
の
書
き
方
と
い
う
学
術
的
な
技
法
を

学
ん
で
い
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
人

気
な
の
は
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が

抱
え
る
問
題
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
の

エ
シ
カ
ル
消
費
、
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

よ
る
支
援
活
動
な
ど

で
す
。
さ
ら
に
、
国

際
協
力
団
体
（
Ｔ
Ｆ

Ｔ
–
Ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
と
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
推
進

団
体
Ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｓ 

Ｆ

Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
、

国際文化学科 講師　山田 裕史

貧困と開発、紛争と平和、国際協力を考える

研究室
ズームアップ

　

私
は
、「
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

普
及
の
要
因
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
が
与
え
る
影
響
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
最
新
の
流
行
を
取
り
入
れ
な
が
ら

低
価
格
に
抑
え
衣
料
品
と
し
て
短
い
サ

イ
ク
ル
で
生
産
、
販
売
し
消
費
者
の
間

に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近

年
は
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
側
に
よ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
情

報
発
信
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
の
影
響

力
は
、
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
今

後
は
消
費
者
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
購
入
の
動
向
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
深
く
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
研
究
テ
ー
マ

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
普
及
と

　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
関
係

国
際
文
化
学
科 
4
年
　
内
藤 

愛
香
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入
試
・
広
報
委
員
長
　
西
山
　
茂

湧 

源
編
集
後
記
に
代
え
て

ゆ 

う

げ 

ん

　

入
試
が
終
わ
り
新
1
年
生
を
迎
え
入
れ
た
の

は
つ
い
最
近
だ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は
も
う
6
月
下
旬

で
、
田
の
苗
は
伸
び
、
日
も
す
っ
か
り
長
く
な

り
、
季
節
は
本
格
的
な
夏
に
向
か
お
う
と
し
て

い
る
。
た
だ
、
こ
の
と
こ
ろ
の
天
候
は
季
節
外

れ
に
寒
か
っ
た
り
暑
か
っ
た
り
で
、
地
球
の
大

気
循
環
の
異
常
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
も
重
大

懸
念
事
項
で
あ
る
が
、
「
光
陰
矢
の
如
し
」
も

ま
た
、
重
大
懸
念
事
項
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ー
バ
ー
・
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
法
則（
以
下
、

W
F
の
法
則
）を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

感
覚
の
強
度
は
物
理
的
な
強
度
の
対
数
に
比
例

す
る
と
い
う
法
則
だ
と
い
う
。
こ
の
法
則
は
時

間
感
覚
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
私

は
思
っ
て
い
る
。こ
の
場
合
横
軸
は
実
時
間
で
、

縦
軸
は
感
覚
時
間
で
あ
る
。
年
を
取
る
と
1
年

が
早
く
感
じ
る
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
時
間
感
覚
に
も
W
F
の
法
則
が
適
用
さ
れ

て
い
る
結
果
な
の
だ
と
信
じ
て
い
る（
た
だ
し
、

関
数
が
真
の
対
数
関
数
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
）
。

　

私
の
よ
う
な
年
配
者
は
、人
生
の
先
も
見
え
、

W
F
の
法
則
で
時
間
が
無
い
と
感
じ
、
時
間
が

貴
重
で
あ
る
と
肌
で
感
じ
る
。
し
か
し
、
私
も

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
若
者
は
、
感
覚
時
間

も
長
く
、
ま
た
、
人
生
の
残
り
の
年
数
も
多
い

た
め
（
今
の
大
学
生
は
60
年
以
上
あ
る
！
）
、

時
間
は
無
限
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
、
無
為
に
過

ご
し
が
ち
で
あ
る
。

　

「
芸
術
は
長
く
、
人
生
は
短
い
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
感
覚
は
ど
う
で
あ
れ
、
時
間
は
貴

重
で
あ
る
。
若
い
人
は
こ
れ
が
な
か
な
か
実
感

と
し
て
わ
か
ら
な
い
と
思
う
が
（
私
も
そ
う
で

あ
っ
た
）
、
時
間
を
大
切
に
し
て
、
勉
学
に
、

遊
び
に
一
生
懸
命
勤
し
ん
で
欲
し
い
。

い
そ

　

第
3
回
一
人
暮
ら
し

の
会
が
6
月
26
日
、
本

学
の
学
生
会
館
前
の
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
で
開

か
れ
ま
し
た
。
一
人
暮

ら
し
を
す
る
学
生
同
士

が
集
ま
り
、
交
流
や
情

報
交
換
な
ど
を
行
い
、

よ
り
充
実
し
た
学
生
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
と

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
一
人
暮
ら
し
の
会
」。

今
回
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
行
い
、
13
人
の
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
＝
写

真
＝
。
今
年
度
の
1
回

目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
1
年
生
が
多
く
参

加
し
授
業
や
日
常
生

活
、
趣
味
な
ど
の
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
は
韓
国
か
ら
の
留

学
生
も
参
加
し
、
日
本

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら

は
、
近
く
に
住
む
友
達

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
の
で
ぜ
ひ
次
回
も

参
加
し
た
い
、
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

楽しく食べて友達づくり

平成31年度
入学者選抜試験概要 （要約一覧）

［国際学部］国際学部の利用教科・科目の中から外国語と、外国語以外の１科目以上選択。各教科
100点(外国語と、外国語以外に２科目以上受験した場合は高得点の１科目を合否判定に使用。国
語は近代以降の文章のみ利用。外国語(英語)はリスニングを含む。）［経営情報学部］経営情報学
部の利用教科・科目の中から２科目以上選択。各教科100点(３科目以上受験した場合は高得点の
２科目を合否判定に使用。国語は近代以降の文章のみ利用。外国語(英語)はリスニングを含む。）

〈教科成績重視型〉面接・小論文
推薦要件：全体の評定平均値3.5以上または、国語・地理歴史・公民・数学・理
科・外国語(英語)のうち、いずれか１教科の評定平均値が4.0以上であること。
〈資格・検定重視型〉面接・小論文
推薦要件：本学が定めた資格・検定に合格、あるいは成績を修め、かつ全体
の評定平均値が3.2以上であること。

入 試 区 分 募 集 人 員 出願書類提出期間 試 験 日 試験地 試 験 実 施 教 科・科 目 合格発表日

推
薦
入
学
試
験

一
般

入

学

試

験

指定校制

高
校
長
推
薦

公募制
（　　　　）
・教科成績重視型
・資格・検定重視型

併願可
過年度卒可

公募制
スポーツ推薦

前　　期
（第3志願制）

大学入試
センター
試験利用

後　　期
（第3志願制）

外国人留学生入学試験

経営情報学部

5

5

10

若干名

35

45

25

10

5

5

5
5
5

若干名
帰国生入学試験

社会人入学試験

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月13日㈫
【郵送必着】

31年  1月  7日㈪

～

31年  1月22日㈫
【郵送必着】

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月13日㈫
【郵送必着】

31年  1月28日㈪

～

31年  2月12日㈫
【郵送必着】

31年  2月25日㈪

～

31年  3月  4日㈪
【郵送必着】

30年
11月18日㈰

30年
11月22日㈭

31年
  2月  9日㈯

31年
  2月22日㈮

31年
  3月15日㈮

新潟

31年
  3月  9日㈯ 新潟

31年
  2月  2日㈯

31年1月19日㈯、
20日㈰の大学入試
センター試験を
受験していること

新潟
上越
長岡
新発田

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月13日㈫
【郵送必着】

インターネット出願登録期間

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月12日㈪
15：00まで

31年  1月  7日㈪

～

31年  1月21日㈪
15：00まで

31年  1月28日㈪

～

31年  2月  9日㈯
15：00まで

31年  2月25日㈪

～

31年  3月  2日㈯
15：00まで

30年 11月  1日㈭

～

30年 11月12日㈪
15：00まで

30年
11月18日㈰ 新潟 面接・小論文　

面接・小論文・競技実績

・国　語：国語総合（古文・漢文を除く）
・数　学：数学Ⅰ・数学A
・外国語：コミュニケーション英語Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ・英語表現Ⅰ,Ⅱ

※対象各種目は「入学試験要項」で確認してください。出場競技大会、成績等の基準について
　出願前に必ず入試・広報課へお問い合わせください。

本学が指定校と定めた高校長あてに推薦依頼を行います。
※指定校制はインターネット登録を利用した出願ではありません。

◎入試と奨学金の詳細については入試・広報課までお問い合わせください。TEL025-264-3777（直） FAX025-264-3780 E-mail nyushiweb@nuis.ac.jp

30年
11月22日㈭

合格後に希望者に対し2月24日「奨学金試験」を実施し、
その結果、成績上位者に半期授業料の半額を給付します。

入学時の
奨学金

※変更が生じる場合もありますので、詳細については「入学試験要項」で必ずご確認ください。

高校長推薦
入学試験合格者

一般入学試験（前期）の試験結果から、上位成績者に
半期授業料の半額を給付します。

一般入学試験（前期）
受験者

上記3教科の中から2教科または3教科を選択（3教科受験した場合は
高得点の2教科を合否判定に使用）。

一般入学試験前期と同様。

個別の学力検査等は行わず、平成31年度大学入試センタ－試験の成績で判定。

情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科

経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部 情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部 情報システム学科
経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科

経営学科

国際学部 国際文化学科

経営情報学部
情報システム学科

経営学科

国際学部 国際文化学科

25
35
30

（規定の競技大会に出場し、一定以上の成績を満たしていること。）

全てインターネット登録を利用した出願です（指定校制除く）

 １）研究論文・図書
安藤　 潤（国際文化学科・准教授）
・（2018年5月）『アイデンティティ経済学と共稼ぎ夫婦の妻の家事労働行動――JPSC2000―2008パ
ネルデータを用いた実証分析』経済政策ジャーナル（日本経済政策学会）13巻　1・2号（77-80頁）
佐藤 若菜（国際文化学科・講師）
・（2018年3月）『中国貴州省のミャオ族における民族衣装の物質性：上衣の製作に着目して』民族藝術
　34巻（141-148頁）

・（2018年3月）"Anthropological Studies of China in Japan: Focusing on Studies of Ethnic Minority 
Groups in Southwest China", Japanese Review of Cultural Anthropology, Vol.18 No.2（179-184）

白井 健二（経営学科・教授）
・（2018年4月）"Analysis of Business Loss and System Risk Caused by Nonstandard and 
Excessive Quality", International Journal of Innovative Computing, Information and Control, 
Vol.14 No.2（469-489）

矢口 裕子（国際文化学科・教授）
・（2018年6月）「作品ガイド」「キーワード」「ニューヨーク文学地図」『作家ガイド　アナイ
ス・ニン』彩流社

 ２）学会・研究会・講演等
安藤　 潤（国際文化学科・准教授）
・（2018年6月9日）『既婚女性の雇用形態、労働時間および家事労働時間と主観的満足度――アイ
デンティティ経済学をフレームワークとして』経済政策研究会（明治大学駿河台キャンパス）
神長 英輔（国際文化学科・准教授）
・（2018年5月6日）特別講義「メイド・イン・ソビエト（水声社刊）」SOVIET★EXPO（東京都
千代田区・アーツ千代田）

・（2018年6月16日）「戦間期日本のコンブ業とコンブ貿易　グローバルヒストリーのなかのコン
ブ」東アジア近代史学会研究大会（国士舘大学・世田谷キャンパス）
小林 伊織（国際文化学科・講師）
・（2018年5月19日）『多様化の中の統一－東南アジアという名のモザイク－』異文化塾「変貌す
る東南アジア世界」（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

・（2018年5月31日～6月2日）"American Phonological Features on the Singapore Radio", 
International Association of World Englishes, International Association of World Englishes
（Ateneo de Manila University）
瀬戸 裕之（国際文化学科・准教授）
・（2018年5月12日）パネル報告『東南アジア大陸部における被戦争社会の変容と地域住民－趣旨
説明－』ベトナム日本研究者会議（東京大学）

・（2018年5月27日）パネル報告『東南アジア大陸部の被戦争社会と地域住民の生存戦略－趣旨説
明－』『ラオス中部地域にみる被戦争社会の変容と地域住民の生存戦略－戦争期の強制移住と
生活再建を中心に－』東南アジア学会第99回研究大会（北九州市立大学）
藤田 美幸（経営学科・准教授）
・（2018年3月15日～16日）『ハイブリッドまちあるきによる地域資源の物語化－2017ふるまちク
エストを事例として－ 』モバイル学会　シンポジウム「モバイル’18」（静岡大学）

・（2018年6月2日～3日）『モバイル・ヘルスケアサービスにおける価値共創－ゲーミフィケーシ
ョンによる物語化－』日本情報経営学会　第76回全国大会（北海道情報大学）
山田 裕史（国際文化学科・講師）
・（2018年6月16日）『新生「カンボジア王国」25年のあゆみ－発展する経済、後退する民主化－』異文化
塾「変貌する東南アジア世界」（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（経営学科・教授）
・（2018年4月より新規～2022年3月）平成30年度科学研究費助成基盤研究（B）一般「水産養殖事

教員の活動（本人申告による）
業のグローバルビジネスの構築」
佐藤 若菜（国際文化学科・講師）
・（2018年6月~2020年3月）京都大学東南アジア地域研究研究所:共同利用・共同研究拠点『東南ア
ジア研究の国際共同研究拠点』「中国と東南アジアにおける政治経済的変容と女性の移動」

藤田 美幸（経営学科・准教授）
・（2017年9月～2018年8月）中部スノーボード協会　寄付金獲得「ウィンタースポーツツーリズム
－日本とアジアの比較研究－」

・（2017年10月~2018年3月）新潟市中央区地域課提案事業　受託研究「中心市街地活性化研究・実
践事業」

・（2018年4月～2019年3月）（財）電気通信普及財団　寄付金「デジタルとアナログを融合させた
ハイブリッドまちあるきの研究」
山田 裕史（国際文化学科・講師）
・（2018年4月～2021年3月）平成30年度科学研究費助成事業基盤研究（B）「アジアにおける独裁
と民主主義の歴史的起源」（研究分担者）

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
内田　亨（経営学科・教授）
・（2018年5月15日）「働き方改革は健康経営に従う：社員の健康が会社を強くする」『リスクマ
ネジメントToday』Vol.108（10-13頁）
上西園 武良（情報システム学科・教授）
・（2017年12月1日より継続）にいがた産業創造機構（NICO）・㈱永塚製作所との共同研究「軽量
型トングの研究開発」において人間工学的評価・改良を分担

小林 伊織（国際文化学科・講師）
・（2018年5月12日～6月23日）新潟国際情報大学オープンカレッジ『驚きの台湾：「あの島」の真

相を探る旅』（全4回）（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）
・（2018年6月30日～7月7日）新潟国際情報大学オープンカレッジ『英語で学ぶ「台湾」の魅力』
（全2回）（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）
宇田 隆幸（情報システム学科・教授）
・（2015年4月1日より継続～2019年3月31日）公益財団法人図書館振興財団　専門書・学術書選書
委員会　選書員
佐藤 泰子（国際文化学科・英語講師）
・（2018年6月8日～7月27日）新潟県シニアカレッジ新潟　実践講座（12単位）「まちかどふれ愛
英会話」コース講師（新潟県社会福祉協議会・新潟ユニゾンプラザ）

佐藤 若菜（国際文化学科・講師）
・（2018年4月~）国立民族学博物館・共同研究員「人類学/民俗学の学知と国民国家の関係――20
世紀前半のナショナリズムとインテリジェンス」

藤田 美幸（経営学科・准教授）
・（2016年6月1日より継続）新潟コンベンション協会　地域内連携もてなし推進事業検討ワーキング委員
・（2017年4月1日）新潟市西区自治協議会委員
山田 裕史（国際文化学科・講師）
・（2014年5月より継続～2018年8月）独立行政法人 国際協力機構（JICA）による「カンボジア選挙
改革支援」プロジェクトに外部有識者として参加

・（2016年5月より継続～2020年5月）特定非営利活動法人 新潟国際ボランティアセンター（NVC）
運営委員

・（2018年4月～2020年3月）「にいがた市民大学」運営委員（生涯学習センター・クロスパルにいがた）
・（2018年4月23日）『西日本新聞』「民意映さぬ総選挙　カンボジア 政権が最大野党解党　米欧
は支援中止 問われる日本の役割」にコメント掲載

・（2018年5月13日~7月8日）新潟国際情報大学オープンカレッジ「市民としてかかわる国際協力
Ⅰ」（全5回）（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

※各学部で利用教科・科目は異なりますので「入学試験要項」で確認してください。

※対象資格・検定は
　「入学試験要項」で
　確認してください。
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執
筆
す

る
た
め
に
、
研
究
テ
ー
マ
の
決
め
方
、
文

献
・
資
料
の
探
し
方
や
ま
と
め
方
、
学
術

論
文
の
書
き
方
と
い
う
学
術
的
な
技
法
を

学
ん
で
い
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
人

気
な
の
は
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が

抱
え
る
問
題
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
の

エ
シ
カ
ル
消
費
、
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

よ
る
支
援
活
動
な
ど

で
す
。
さ
ら
に
、
国

際
協
力
団
体
（
Ｔ
Ｆ

Ｔ
–
Ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
と
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
推
進

団
体
Ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｓ 

Ｆ

Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
、

国際文化学科 講師　山田 裕史

貧困と開発、紛争と平和、国際協力を考える

研究室
ズームアップ

　

私
は
、「
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

普
及
の
要
因
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
が
与
え
る
影
響
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
最
新
の
流
行
を
取
り
入
れ
な
が
ら

低
価
格
に
抑
え
衣
料
品
と
し
て
短
い
サ

イ
ク
ル
で
生
産
、
販
売
し
消
費
者
の
間

に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近

年
は
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
側
に
よ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
情

報
発
信
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
の
影
響

力
は
、
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
今

後
は
消
費
者
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
購
入
の
動
向
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
深
く
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
研
究
テ
ー
マ

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
普
及
と

　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
関
係

国
際
文
化
学
科 

4
年
　
内
藤 

愛
香
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学べ！ 羽ばたけ 5カ国へ60人学べ！ 羽ばたけ 5カ国へ60人 2・3面

台湾の銘伝大学と単位互換協定台湾の銘伝大学と単位互換協定

英語検定「文部科学大臣賞」を受賞英語検定「文部科学大臣賞」を受賞

 西区 ワークショップ 「なーとなー」 地域の安心安全へ連携 西区 ワークショップ 「なーとなー」 地域の安心安全へ連携 8面

4面

8面

編集部では表紙を飾る写真を募集しています！ 投稿方法は nuischannel@nuis.ac.jp までお問い合わせください。

4面
佐潟の将来を考えよう
　　ワークショップに参加

7面
「一人暮らしの会」
　　楽しく食べて友達づくり
平成31年度
　入試日程概要一覧

8面
オープンキャンパス
　　2018案内

5面
26人に表彰奨学金を授与
スポーツ大会
韓国・光云大学校から留学生

6面
ズームアップ研究室
湧源
教員の活動

　

本
学
は
、公
益
財
団
法
人「
日

本
英
語
検
定
協
会
」
よ
り
２
０

１
７
年
度
の
「
英
検
合
格
者
数

が
極
め
て
多
い
団
体
」
と
し
て

3
月
26
日
、
Ａ

Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
東
京

で
「
文
部
科
学

大
臣
賞
」（
団
体

の
部
）
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
臣
賞

は
英
検
の
中
で

最
も
名
誉
の
あ

る
最
高
位
の
賞

で
あ
り
、
受
賞

に
よ
り
「
学
生

の
資
質
と
能
力

の
高
さ
」や「
本

学
の
英
語
教
育

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
」
を
全
国
に

客
観
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し

た
（
２
０
１
５
年
度
と
２
０
１

６
年
度
は
奨
励
賞
を
受
賞
）
。

　

本
学
は
、
２

０
１
４
年
に
国

際
学
部
を
新
設

し
て
「
英
語
基

礎
Ⅰ
、Ⅱ
」を
開

講
。
文
科
省
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た

英
語
教
育
改
革

実
施
計
画
（
平

成
25
年
12
月
）」

に
沿
っ
て
英
語

資
格
の
取
得
を

奨
励
し
て
、
年

3
回
の
英
語
検

定
（
6
月
・
10

月
・
1
月
）
の

う
ち
1
回
以
上

の
受
験
を
学
生

に
勧
め
、
国
際

学
部
の
学
生
は

1
年
次
後
期
か

ら
4
年
次
ま
で

外
国
語
を
英
・

露
・
中
・
韓
語

の
中
で
選
択
し

た
言
語
に
関
わ

ら
ず
希
望
者
が

英
検
を
受
験
し

て
こ
の
度
の
受

賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

西
区
地
域
に
住
む
方
々
と
学

生
が
、
お
互
い
安
心
安
全
に
楽

し
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
を
話
し
合
う

「
第
1
回
支
え
合
い
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
を
6
月
20
日
、
本
学

の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

「
あ
な
た
（
な
ー
）
と
あ
な

た
」を
つ
な
ぐ
集
ま
り
を
願
い
、

立
ち
上
げ
チ
ー
ム
「
な
ー
と
な

ー
」と
名
付
け
た
初
イ
ベ
ン
ト
。

赤
塚
・
内
野
・
中
野
小
屋
圏
域

支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
推

進
員
、
新
潟
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
赤
塚
、
西
区
社
会
福

祉
協
議
会
、
西
区
役
所
健
康
福

祉
課
、
新
潟
看
護
医
療
専
門
学

校
の
職
員
と
学
生
ら
１
２
０
人

以
上
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

「
地
域
の
安
心

安
全
・
居
場
所
づ

く
り
・
健
康
づ
く

り
・
地
域
を
知
る

・
生
活
の
困
り
ご

と
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
話
し
合

い
、
「
通
学
路
や

公
園
で
小
さ
い
子

ど
も
の
見
守
り
」

「
高
齢
者
に
安
全

な
街
に
」
「
地
域

行
事
に
学
生
の
参

加
を
」
な
ど
多
く

の
意
見
や
ア
イ
デ

ア
が
出
ま
し
た
。

2
回
、
3
回
と
続
け
て
意
気
投

合
し
た
人
た
ち
で
具
体
的
な
行

動
を
起
こ
し
た
い
と
夢
を
描
け

た
会
合
に
な
り
ま
し
た
。

英語検定「文部科学大臣賞」を受賞英語検定「文部科学大臣賞」を受賞

グループに分かれてアイデアや希望を話し合った

資質、能力の高さ
全国にアピール

「合格者が多い団体」

（
経
営
情
報
学
部
　
経
営
学
科

　       

准
教
授
　
小
宮
山
智
志
）

（
国
際
文
化
学
科
　

　
　
　 

英
語
講
師
　
佐
藤
泰
子
）

お問い合せ先 E-mail入試・広報課 〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1 TEL 025-264-3777（直）  FAX 025-264-3780 nyushikouho@nuis.ac.jp

2018

オープン
　　 キャ

ンパス
NUIS

本学ホームページまたは下記まで
お申込みください。

新潟国際情報大学 本校
新潟市西区みずき野3-1-1
（JR越後赤塚駅下車 徒歩7分）

会場

参加
お申込み

4回目4回目

12/9日
13:15 ▼16:30

9/2日
10:20 ▼15:00

3回目3回目

8/5日
10:20 ▼15:30

2回目2回目

7/15日
10:20 ▼15:30

1回目1回目

学食体験学食体験学食体験学食体験

 ❶学部・学科紹介 ❷入試情報・傾向と対策
❸模擬講義 ❹語学体験（英語・ロシア語・中国語・韓国語） 
❺入試・学生生活・留学・就職個別相談 ❻入試対策講座 
❼実験体感コーナー ❽キャンパスツアー ❾保護者プログラム など

プログラム

当日は

学食メニ
ューが

無料です
!

当日は

学食メニ
ューが

無料です
!

高校生はじめ
どなたでも
ご参加できます！

※時間やイベントについては、変更になる場合があります。
　最新情報は本学ホームページをご覧ください。

〈3回目〉  9/2日
〈4回目〉12/9日

同時開催同時開催

〈1回目〉
7/15日

〈2回目〉
8/5日

小論文対策講座
一般入試対策講座

無料無料 送迎バス運行送迎バス運行送迎バス運行送迎バス運行

予備校講師による

　

国
際
学
部
の
全
学
生
へ
「
お

め
で
と
う
、
そ
し
て
あ
り
が
と

う
」
と
申
し
上
げ
ま
す
。

西区 ワークショップ 「なーとなー」

地域の安心安全へ連携
120
人
以
上
、 

夢
を
語
る

最高位の「文部科学大臣賞」(団体の部)を受賞した表彰式
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